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データレイク：約束
10年以上前、企業が収集して分析する必要のある多種
多様なデータ、増え続けるデータ量に、レガシーデー
タウェアハウスでは対応できなくなりました。このよう
なデータには、ERPやCRMシステムなどの従来のデー
タソースから、サードパーティのデータソース、ウェブロ
グ、IoTデバイス、ソーシャルメディアネットワークなど
の最新のデータソースから得られるすべてが含まれてい
ます。初期の頃のビッグデータ向けのソリューションは
データレイクだったと考えられます。ここでは、組織が
構造化データと非構造化データをすべて1か所に集め
て保存し、分析することができます。オンプレミスのソ
リューションから始まりクラウドへと移行したデータレ
イクに期待されたのは、コストと複雑さを最小限に抑え
て問題を解決することでした。

データレイクの当初の見通し：

•	 ビッグデータの多様性、速度、ボリュームを利用する

•	 多くのデータタイプをそれぞれのネイティブフォー
マットで保存し、ビジネスコミュニティが報告やデー
タサイエンス目的で利用できるようにする

•	 組織が、複数のデータソースから断続的に受け取るペ
タバイト単位の情報を検索し、精査し、分析できるよ
うにする

このような見通しは現在に至るまで達成されることは
なく、データレイクのROIは低いのが一般的です。

組織が価値を実現できていな理由
多くのデータレイクは仮想的なデータのゴミ捨て場と化
しており、有益な分析結果が得られない可能性があり
ます。多くのデータレイクが抱えている課題を図1にま
とめました。

•	 クエリ性能が限定的で、サイロ化した未活用のデータ

•	 複雑なデータパイプラインと性能の低下

•	 ガバナンスとセキュリティが不足しているデータ

アクセスしにくいデータと限られたクエリ性能
あらゆる形式の未加工データをデータレイクに取り込
むことは非常に簡単ですが、そのデータからインサイ
トを得ることは、非常に困難です。実際にインサイトを
得ることができるのは一部の技術的な専門家だけであ
り、最新のアナリティクスを必要とする企業の意思決定
者の大半がそのメリットを享受できていません。データ
レイクを十分に活用するためには、データへのアクセス
を民主化する必要があります。ビジネスマネージャー、
財務アナリスト、経営陣、データサイエンティスト、デー
タエンジニアリングの専門家など、あらゆるスキルレベ
ルの人々が、必要なアナリティクスのためにシステムに
簡単かつ適切にアクセスできる必要があります。

サイロ化した未活用データ
複雑なデータパイプラインと

性能の低下
ガバナンスと

セキュリティの不確定要素

クエリ性能の
制限とアクセス不能な

データ

破損したデータパイプライン、
変換の遅延、エラーが

発生しやすいデータの移動

データの移動と
硬直化したアーキテクチャに

伴うリスク

図1：データレイクに付随する課題
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残念ながら、データレイクはともすれば、機構や構造
のない無限に続くデータのリポジトリと化し、結果的に
データレイクが十分に活用されず、データの価値が十
分に引き出されないままとなりがちです。

さらに同時実行性や拡張性の問題により、クエリ性能
は多くの場合、非常に制限されます。そのためアナリ
ストは、アナリティクス性能を制限されるだけでなく、
データレイクではデータの大部分にアクセスできない
事態に陥りがちです。

データパイプラインの破損と変換の遅延
データの大部分は、利用できるようになる前に変換が
必要となります。しかし、データ変換には、さまざまな
ユーザーや使用事例のニーズを満たすために、多様な
コーディングやツールのオプションの組み合わせが付
いて回る場合が少なくありません。多くの場合、最終的
なアーキテクチャが複雑になり、エラーの多いデータ
レイク外でのデータ移動を伴い、多くの技術のつぎは
ぎ細工で構成されることになります。その結果、過酷な
ワークロードによってデータパイプラインが破損し、性
能が低下しやすくなります。また、データエンジニアは、
複雑なパイプラインの構築や、設定項目の多いインフ
ラストラクチャの構成や管理にも時間を費やすことに
なります。

ガバナンスとセキュリティが不足しているデータ
GDPRなどの規制やその他の地域のプライバシーに関
する要件により、企業はデータ（その品質、使用事例、
監査証跡、アクセシビリティなども含む）を正確に管
理し、追跡し、理解することを余儀なくされています。
しかし、その実践は困難を伴います。組織は、厳しいセ
キュリティとガバナンスのルールを適用した厳格なデー
タアーキテクチャを採用するか、より多くのユーザーが
業務に必要なデータを活用できるよう厳格さを抑える
かという難しい選択を迫られています。適切なセキュリ
ティとガバナンスを備えた柔軟なアーキテクチャを提供
し、ユーザーが必要なデータを活用できるようにするこ
とは、企業にとって非常に困難な課題となっています。

「2022年までに 
ビジネス上の成果を

上げられる分析的 
インサイトはわずか
20%に過ぎません。」

Andrew White 
著名なVPアナリスト 

Gartner 
2019年1月
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複雑なデータアーキテクチャ
従来のデータアーキテクチャは、最新のアナリティク
スや効率的なデータパイプラインの要件に合わせて構
築されていません。さまざまな形のデータがさまざまな
システムに格納されていることが多く、これらすべての
システムを統合する簡単な方法がありません。また、リ
ソースの競合によりパイプラインの性能と信頼性が低
下します。さらに、複雑なインフラストラクチャを管理
しなければならず、データパイプラインの構築と維持に
は時間がかかります。

図2は、多くの企業で見られる典型的なデータアーキテ
クチャを示しています。未加工のソースから目的の場所
へデータを提供するために、テクノロジーの網目を複雑
につなぎ合わせた図です。統合、変換、集約、提供の各
段階で、組織は複数のツールを展開しており、それぞれ
の接続ポイントが障害点となる可能性があります。この

アプローチでは、ガバナンス、セキュリティ、サイロの問
題が頻繁に起こります。なぜならビジネスのさまざまな
部分で多様なニーズを満たそうとすると、結果的に複数
のデータコピーが生じるからです。

最終的に、組織はインフラストラクチャの管理に多くの
時間を費やすことになり、実際にデータを扱う時間はほ
とんどありません。ITチームが抱える技術的な負担は
膨大であり、ビジネス上の要求に迅速に対応すること
ができません。アナリストや企業の意思決定者が利用
できるデータは不完全で古いデータに限られ、結果とし
て信頼性に欠ける分析結果が生じることになります。

データ
ソース

OLTPデータベース

エンタープライズ
アプリケーション

サードパーティ

Web/ログデータ

IoT

データ
利用者

運用レポート

アドホック分析

リアルタイム
分析

CDC

ELT

ストリーミング

ELT

データレイク

データウェアハウス

データマート

バックアップ

ファイル共有

データサイエンス

キューブ

データ統合 データ変換 標準化および集約 データアナリティクス

 図2：従来のデータアーキテクチャは複雑でコストがかかり、制約されています
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データレイクを手放さず 
SNOWFLAKEで大幅に強化しましょう
求 めら れるクエリ性 能 、デ ー タパイプライン の 性
質、セキュリティやガバナンスの要件にかかわらず、
Snowflakeのプラットフォームは、ワークロードやユー
ザーのニーズを満たすのに十分な柔軟性を備えていま
す。すでにクラウドデータレイクに投資し、投資を維持
する予定の組織は、Snowflakeを使って既存のクラウ
ドデータレイクを強化・補完することで迅速にROIを達
成できます。さらに、次のようなメリットもあります。

•	 Snowflakeをデータレイク上で直接強力なクエリエン
ジンとして使用することで、データに簡単にアクセス
できるようになり、リソースの競合や同時実行の問題
のない優れたクエリ性能が得られます

•	 Snowflakeを使用すると、統合され、かつ拡張可能
なデータパイプラインで、高性能で信頼性の高いデー
タ変換を実行し、データを簡単にデータレイクに再度
アップロードすることができます

•	 Snowflakeのプラットフォームに組み込まれているガ
バナンスとセキュリティにより、データを扱うコラボ
レーションを拡充できます

迅速なクエリレイヤーとしてSNOWFLAKEを利用
クラウドデータレイクから迅速にROIを得るための簡単
な方法は、既存のデータレイク上の迅速なクエリレイ
ヤーとしてSnowflakeを利用することです。Snowflake
を使用して、データが存在する場所（つまり、Amazon 
S3、Microsoft Azure Blob Storage、Google Cloud 
Storageなどのクラウドストレージに格納されている
場所）でデータをクエリすると、マルチクラウド環境で
あっても、データレイクをシングル・ソース・オブ・トゥ
ルース（信頼できる唯一の情報源）として維持すること
ができます。シングル・ソース・オブ・トゥルースを持つこ
とで、複数のデータリポジトリを同期するという時間の
かかるタスクが不要となり、意思決定者が簡単にデー
タにアクセスできるようになります。

図3と次ページのテーブルに示すように、Snowflakeは
データレイクのデータをクエリして意味を理解し、シン
グル・ソース・オブ・トゥルースとして維持し、データの
可能性を最大限に引き出す複数の方法を提供します。

非常に優れた
クエリ性能

拡張性を備えた
統合データパイプライン

ガバナンスとセキュリティを
備えたコラボレーション

アナリティクスを迅速化し、
規模を無制限にすることで

データの可能性を最大限に活かす

お客様独自のニーズに対応し、
シンプルでありながら信頼性と性能に
優れたデータパイプラインを実行

データレイク全体での
コラボレーションを実現

図3：Snowflakeにより既存のデータレイクを最大限に活用できるようになります
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外部テーブルがデータレイクを直接クエリ
外部テーブルとは、お使いの外部クラウドストレージに
あるファイル上の読み取り専用テーブルです。外部テー
ブルを使用すると、Snowflakeにデータを移動すること
なく、データレイク内のファイルを直接クエリできます。
外部テーブルには、ファイルパス、バージョン識別子、
パーティション情報など、データファイルに関するファ
イルレベルのメタデータが保存されています。そのた
め、データレイク内のファイルに保存されたデータを、
単一のデータベース内にあるかのようにクエリできるよ
うになります。

外部テーブルは読み取り専用のため、DML操作は実行
できませんが、クエリや結合には使用できます。外部
テーブルに対してビューを作成することもできます。

外部テーブルにはデータファイルに関するファイルレベ
ルのメタデータが保存されているため、データを含む
実際のテーブルの場合と同じように、これらのファイル
に保存されているデータをクエリすることができます。
特定の場所に保存されているデータを読み取り専用で
分析に利用しなければならない状況では、これが非常
に好都合となります。データセット全体を実際のテーブ
ルに読み込んでデータベースのスペースを圧迫しないで
外部ステージでユーザーが変換、計算などを分析でき
ます。

外部テーブルでは、たとえば以下を実行できます。

•	 Amazon S3、Microsoft Azure Blob Storage、
Google Cloud Storageからデータを直接的にクエリ
する 

•	 自社のデータレイクをシングル・ソース・オブ・
トゥルースとして維持し、データのコピーや転送の
必要性を排除する

•	 データが格納されている外部ソースからデータを迅
速に分析する

外部テーブルの自動更新で最新の状態をキープ
外部テーブルのメタデータに更新が必要になるたびに、
お使いのクラウドの通知サービスからSnowflakeにそ
の旨が通知され、Snowflakeが自動的に更新を行いま
す。以下のような場面で、Snowflakeへの通知が行わ
れます。

•	 テーブルのメタデータにパス内の新規ファイルが追加
された場合

•	 パス内のファイルに変更があり、テーブルのメタデー
タ内で更新された場合

•	 テーブルのメタデータからパス内に存在しないファイ
ルが削除された場合

次ページの図4に示すように、外部データは常に最新状
態に保たれ、ユーザーがクエリや直接アクセスを実行で
きるようになっています。 

使用方法： 実行内容：

外部テーブル データレイクで直接データをクエリ

お使いのクラウドの通知サービス 外部テーブルのメタデータを自動的に更新

外部テーブルのマテリアライズドビュー 頻繁に使用されるクエリの迅速化

パーティションの自動更新 新規ファイルの自動登録

Snowsight（Snowflake UIに埋め込み） 内蔵のチャートおよびダッシュボードで 
データ探索を加速
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マテリアライズドビューにより頻繁に使用される
クエリの迅速化が実現
データベースの外部に保存されているデータのクエリ
は、ネイティブなSnowflakeのテーブルのクエリよりも
遅くなりがちですが、外部テーブルの上にマテリアライ
ズドビューを作成することで、クエリ性能を大幅に高め
ることができます。マテリアライズドビューとは、（テー
ブルのように）Snowflake内に自身のデータを保存す
るデータベースオブジェクトです。別のオブジェクトのス
トレージを表示するだけのビューとは異なり、別途デー
タを持ち、定期的に更新される別個のオブジェクトと
なります。マテリアライズドビューは、大規模なデータ
セットに対するクエリ結果を迅速に提供し、ネットワー
クリソースの負荷を自動的に軽減します。

（外部テーブルの）マテリアライズドビューのクエ
リでは、元となる外部テーブルで同等のクエリを行
うより高速性能が得られます。この性能の違いは頻
繁に行われるクエリや、複雑性の高いクエリの場合
に顕著となります。

マテリアライズドビューでは、同じサブクエリ結果を
繰り返し利用するクエリの性能が改善する可能性があ
ります。Snowflakeは、透明性を保ちながら自動的に
ビューを維持します。ベースのテーブルに変更が加えら
れると、バックグラウンドサービスによってマテリアラ
イズドビューが更新されます。これは、マテリアライズド
ビューに相当するものをアプリケーションレベルごとに
手動で維持するより効率的で、エラーの発生を抑えら
れる方法です。

ベースのテーブルでどれだけ多くのDML操作が実行され
ていたかにかかわらず、マテリアライズドビュー経由で
アクセスされたデータは常に最新です。マテリアライズ
ドビューが最新に更新される前にクエリが実行された
場合、Snowflakeはマテリアライズドビューを更新する
か、マテリアライズドビューの最新部分を利用してベース
のテーブルから必要とされる最新データを読み出しま
す。

マテリアライズドビューは、特に次のような場面で有益
です。

•	 クエリに必要なスキャンの行数を減らすための複雑
で動的なフィルターや結合述語がある場合

•	 クエリ結果を満たすために必要なカラムの数が非常
に限定的なクエリの場合

•	 クエリ結果に、次のようなインテリジェントな処理が
必要な結果が含まれる場合

–   半構造化データの分析

–   計算に時間のかかる集約
•	 クエリの範囲が外部テーブルにある（つまり対象デー
タセットが外部ステージのファイルに保存されてい
る）ため、ネイティブのデータベーステーブルのクエリ
より速度性能が落ちている可能性がある場合

•	 ベーステーブルや外部テーブルに対するクエリに、集
約や共通フィルター述語が含まれており、エンドユー
ザーの性能要件を満たしていない場合

•	 ビューのベーステーブルの回転が比較的少ない場合 

図4：外部テーブルのパーティションが変更されたという通知をSnowflakeが受信すると、ターブルのメタデータが自動的に更新されます

メタデータ 外部テーブル

通知サービス

通知

データレイク

Amazon
S3

Google
Cloud

Storage

Microsoft
Azure Blog

Storage
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以下のすべての項目が満たされる場合は、マテリアライ
ズドビューを作成するとよいでしょう。

•	 事前処理データ（集約、クラスタリング、外部テーブ
ルからの取得など）により、エンドユーザーが実行す
るクエリの性能を大幅に改善される場合

•	 マテリアライズドビューのクエリや利用が頻繁な場合 

•	 クエリ性能を高めることによるコスト削減（クエリの
SLA要件を満たすために必要なウェアハウスの縮小）
が、事前処理およびマテリアライズドビューの維持の
コストを上回る場合

 
SNOWSIGHTによるデータ探索の加速
Snowflake UIには、データエンジニアのサポートを受
けず自力でクエリ結果を確認したいユーザー向け設計
された、SQLベースのデータ探索ツールが組み込まれ
ています。Snowsightを利用すると、組織全体のコラボ
レーションが可能となります。クエリやダッシュボード
を組織内の他のメンバーと共有しつつ、細かな許可を
制御下に置くことができます。Snowsightでは、データ
からより迅速にインサイトを得るためにSnowflakeに
組み込まれた充実した視覚化機能も利用できます。 

Snowsightには次のようなメリットや機能が含まれ
ます。

•	 迅速かつ反応性に優れたクエリ：Snowsightは、高速
のデスクトップ品質のエディターを提供します。

•	 スマートな自動入力：Snowsightを利用すると、クエ
リおよびSQLダイアレクトに基づく文脈にそった提案
が得られます。

•	 インタラクティブな結果：行やクエリの回答の多さに
かかわらず、迅速にデータをプレビューできます。

•	 視覚的に分かりやすいチャート：どのサイズのデバイ
スでも見やすいチャートが生成されます。

•	 最新のダッシュボード：Snowsightでは、シンプルな
ドラッグ＆ドロップインターフェースでダッシュボード
を作成できます。

•	 ダイナミックなデータフィルター：パラメーターを使
用して日付、顧客などを設定します。

•	 共有可能なプライベートリンク：同僚に、コンテンツ
の閲覧、実行、編集が可能なリンク付きのクエリまた
はダッシュボードを送信します。

すべてをまとめる
図5に示すように、Snowflakeのクエリエンジンは、既
存のデータレイクを補完し、そこに保存されているデー
タへの迅速かつ簡単なアクセスを実現します。メタデー
タが変更されると自動的に更新される外部テーブルを
介してデータレイクにクエリを実行したり、照会頻度の
高いクエリをマテリアライズドビューの活用によってス
ピードアップしたり、SQLベースのSnowsightツールを
使用してデータの意味を視覚的に理解したり、可視化し
たデータを同僚と共有したりすることができます。

図5：強力なクエリエンジンとしてSnowflakeを使用することで、迅速なデータ分析が可能となり、既存のデータレイクへのアクセスが得られます

メタデータ 外部テーブル

通知サービス マテリアライズドビュー

通知

データレイク

Amazon
S3

Google
Cloud

Storage

Microsoft
Azure Blog

Storage

外部ファイルを
クエリするためのSQL

マテリアライズドビューを
使用する迅速なSQL

データ可視化/報告

アドホッククエリ
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強力な変換エンジンとしてSNOWFLAKEを利用
クラウドオブジェクトストレージは、データレイクのデ
ファクトの選択肢となりました。データレイクには大量
のデータを保存できますが、そのデータを変換してイン
サイトを得るのは困難です。Snowflakeは、データレイ
クを補完するシンプルなアーキテクチャにより、ROIを
迅速に改善し、データ変換に応えることができます。

アーキテクチャの設 計方法によっては、外部テーブ
ルを使 用してクラウドデータレイクに直接アクセス

できます。あるいは、Snowflakeのサーバーレス取得
サービスであるSnowpipeを利用して、データを自動
的にSnowflakeに取得することもできます。その後、
Snowflakeテーブルのストリームとタスクが変更デー
タを取り込み、新規または変更されたデータを継続的
に処理します。変換が完了したら、Snowflakeのデータ
レイクエクスポート機能を使い、選択した列で自動的
にパーティショニングされたデータレイクに、データを
アンロードすることができます。（図6を参照してくださ
い。）

図6：Snowflakeを変換エンジンとして使用し、データレイクを大幅に強化します

継続的なデータパイプラインでデータフローを 
自動化
Snowpipeのサーバーレス取得サービスは、バックグ
ラウンドサービスを使用して、クラウドストレージか
らデータを非同期的に読み込みます。データ取得に
Snowpipeを利用するメリットを次ページの図7に詳し
く示します。

CDC機能が変更内容を追跡
Snowpipeで継続的なデータパイプラインを構築する
ことも、シンプルに外部テーブルを使ってクラウドスト
レージのデータを探し、Snowflakeのストリームとタス
クを使ってデータ統合ジョブのスケジュールを設定し、
変更データを取得することもできます。

•	 ストリームは、Snowflakeのオブジェクトタイプであ
り、挿入やDMLの変更など、テーブルの変更の差分を
追跡するCDC機能を提供します。そのため変更後の
データを使い、アクションを起こすことができます。
テーブルストリームでは、2つのトランザクション間で
テーブルをクエリし、テーブルに対する行レベルでの
一連の変更を利用できます。

•	 タスクはSnowflakeのオブジェクトタイプであり、
SQLステートメントを実行するための定期的なス
ケジュールを定義します。これにはストアプロシー
ジャーを呼び出すステートメントも含まれます。タス
ク同士をつなげて連続実行すると、より複雑な反復処
理に対応することができます。
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継続的なデータパイプラインでは、タスクはオプション
でストリームを使用して新規または変更されたデータ
を継続的に処理する便利な方法を提供する場合もあり
ます。タスクは、ストリームにテーブルの変更データが
含まれているかどうかを検証し、変更データを利用する
ことも、変更データが存在しない場合は現在の実行を
スキップすることもできます。

変換が終了すると、変換されたデータを、データレイク
エクスポート機能を使用してデータレイクに再度アップ
ロードすることができます。Snowflakeのストリームとタ
スクを利用すると、簡単にデータ統合ジョブのスケジュー
ルを設定し、変更データを取得することができます。その
ため、毎回すべてのデータを読み込む必要がなくなり、
変更データのみを処理するだけでOKとなります。

ストアプロシージャーによる頻繁なタスクの自動化
実行頻度が高く、複数のSQLステートメントを必要と
するタスクは、プロシージャーで自動化できます。プロ
シージャーは、1回作成するとその後何度も実行するこ
とができます。

ストアプロシージャーを作成するにはJavaScriptと、多
くの場合はSQLを利用します。JavaScriptが制御構造
（分岐とループ）を提供し、JavaScript APIの機能を呼
び出すことでSQLが実行されます。

ストアプロシージャーで提供される内容は次のとおり
です。

•	 手続き型ロジック(分岐やループ)。ストレートSQLは
サポートなし

•	 エラーハンドリング

•	 SQLステートメントを動的に作成し実行する機能

•	 プロシージャーを実行する役割の権限ではなく、プロ
シージャーを所有する役割の権限で実行されるコー
ドを書く機能

 
拡 張可 能 なデータパイプラインにより堅牢 な 
データ変換を実現
データ変換の多くは非常に複雑で、構築するのが困難
です。たとえば、他の言語やフレームワークを使って構
築する場合もあれば、サードパーティのコードや外部
サービスを活用したりする場合もあります。以前は、複
雑なアーキテクチャを持つさまざまなデータ環境で、さ
まざまなサービスやシステムを管理する必要がありま
した。今では、Snowflakeではパイプラインを拡張する
ことができるため、エクスターナルファンクションの定
義や、サードパーティサービスを活用することができま
す。

ユーザーは、自身のリモートサービスの書き込みや呼び
出しのほか、サードパーティ製のリモートサービスを呼
び出すこともできます。これらのリモートサービスの書
き込みには、AWS Lambdaなどのクラウドサーバーレ
スコンピューティングサービスを含め、あらゆるHTTP
サーバースタックを使用できます。

図7：SnowpipeはオブジェクトストアからSnowflakeへファイルを移動するプロセスを簡略化します

継続的に生成された
データが数秒で分析
に利用可能

手動でのCOPYコマンド
の繰り返しを回避

半構造化データの読
み込みにも完全対応

データの読み込みに
使用したコンピュー
ティング時間のみに
課金

ニアゼロメンテナンス、
読み込まれたデータの
インデックス 作 成 、
チューニング、パーティ
ショニング、バキューム
などの作業は一切不要

サーバーレスのため、
管理すべきサーバーや
同時実行性の問題なし
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エクスターナルファンクションの例をいくつか紹介しま
す。

•	 ジオコーディングサービスを利用して住所を座標や政
治的地域で増補する

•	 サードパーティサービスを利用してメッセージのセン
チメント分析を実行する

•	 カスタム機械学習モデルを利用して顧客をスコアリン
グする 

•	 カスタムロジックを利用してメールからメールアドレス
を抽出する

•	 リモートサービスからライブの株価を取得する

マルチクラスターのコンピューティング 
アーキテクチャが伸縮性と拡張性を提供
Snowflakeのデータパイプラインは、バッチまたは継
続のいずれかを選ぶことができ、処理はSnowflake自
体の中で直接行われます。Snowflakeではマルチクラ
スターのコンピューティングアプローチを採用している
ため、これらのパイプラインはその他のワークロードの
性能に影響を与えることなく複雑な変換に対応できま
す。

その仕組みについて説明します。Snowflakeのマル
チクラスターでは、共有データアーキテクチャ、コン
ピューティングおよびストレージリソースは物理的に
は別物ですが、論理的にはこれらが単一の統合データ
ウェアハウスシステムを構成していることになります。こ
の独自のマルチクラスターアーキテクチャにより、ユー
ザーが必要なだけ個別のワークロードをサポートでき
ます。各ワークロードに専用のコンピューティングエン
ジンがあり、必要に応じてスケールアップやスケール
ダウンができます。事前にリソースを割り当てておいた
り、他のプロセスを中断したりする必要はありません。 

この革新的なアーキテクチャにより、Snowflakeは複
数の多種多様なワークロードに簡単に対応することが
できます。コンピューティングとストレージが分離さ
れているため、ELTプロセスの実行や、BIレポートユー
ザー、データサイエンティスト、データマイナーのサ
ポートのために、異なるサイズの仮想ウェアハウスをス
ピンアップすることができます。この場合のリソースの
競合はまったくありません。

半構造化データをネイティブにサポートし変換
アーキテクチャを簡略化
Parquet、ORC、JSON、XML、Avroといった半構造化
データ形式は、厳密には型指定されていません。通常
はノードが階層化されています。ノードごとに名前１個

と値１個があり、値の内訳は定数値１個、名前と値のペ
アの列１個、ネストされたオブジェクト１個のいずれか
です。従来のデータベースでは、一般的に、異なる構造
を扱うことができないため、開発者はETLツールに頼
り、データを従来の行と列の構造にフラット化する複
雑な変換を設計することになります。

Snowflakeは、VARIANTという半構造化データに特
化したデータタイプを導入しました。ここで、半構造化
データの取得プロセスの仕組みをご紹介します。仮想
ウェアハウスは、JSONまたはParquetのドキュメント
全体を、そのままの状態でVARIANT列に書き込みます。
ユーザーがSQLでその列をクエリすると、同じJSONま
たはParquetのドキュメントが戻ります。

同時にグローバルサービス層がドキュメントのコンテン
ツに関する特定のメタデータ（ノード名、ヒエラルキー、
配列構造）を収集し、そのデータをメタデータストアに
書き込みます。  Snowflakeは、ユーザーがSQL内で
直接データを参照できるよう、内部でデータを列に整
理します。この列データはマイクロパーティションファ
イルに書き込まれますが、テーブル定義には実際の列
名は表示されません（JSONまたはParquetノードの列
名は存在しないということになります）。VARIANT列の
ノードを参照するには、SQLの単純なドット記法を使用
します。このプロセスは性能が高く、明示的な変換を記
述する必要がありません。

 
統制されたセキュアなデータのために 
SNOWFLAKEを利用 
データがどこにあっても、Snowflakeはグローバルな
データガバナンスとセキュリティを確保します。粒度の
高いセキュリティ、ロールベースのアクセスコントロール
（RBAC）、安全なデータシェアリングの提供が難しい
従来のソリューションとは異なり、Snowflakeで以下の
ような堅牢なガバナンス機能がプラットフォームに搭載
されています。 

•	 RBAC

•	 エンタイトルメントテーブルによる行レベルのセキュ
リティとアクセスコントロール

•	 マスキングやトークン化のオプションによる外部デー
タの列レベルでのセキュリティ

•	 セキュアなライブデータシェアリングとデータエク
スチェンジ（外部テーブルによるクエリレイヤーとし
て）

•	 半構造化データのセキュリティとガバナンス
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この内蔵アプローチにより、セキュリティおよびガバナ
ンスのチームは以下を実行できます。 

•	 精度の高いアクセシビリティのための詳細なアクセス
コントロールを設定する

•	 列レベルのマスキングや行レベルのフィルタリングな
どの機能を活用し、きめ細かなセキュリティを実現す
る

•	 ユーザーが機密情報を漏らすことなくデータを扱う能
力を最大限に引き出す

•	 社内外の関係者との安全なライブデータシェアリン
グを行うことで、より効果的なアナリティクスとコラ
ボレーションを推進する

あるいは…お使いのデータレイクの代わりに
SNOWFLAKEを採用
お 客 様 の デ ー タ の ニ ーズ に 適 合 す る 場 合 は 、
Snowflakeをデータレイクやデータウェアハウスとし
て利用していただくこともできます。Snowflakeでは、
未加工データステージを設定して、データストレージを
3分の1～5分の1に圧縮することができます。それによ
り、前述の拡張可能性、性能、使いやすさなどのメリッ
トに加えて、シンプルさも実現できます。1つのプラット
フォームと1つのデータコピーだけで、さまざまなワーク
ロードや使用事例に対応し、クラウド全体でエンドツー
エンドのガバナンスを実現します。 

既存のデータレイクインフラストラクチャをSnowflake
に置き換える際に、Snowflakeのデータクラウドを選
択することもできます。データクラウドを採用すると、
クラウドデータストレージやオンプレミスのデータセン
ターに隔離されたサイロ化したデータセットが解消さ
れ、組織は、簡単にすべてのデータを単一のコピーに
統合し、それに接続できるようになります。データクラ
ウドは何千もの組織が共有データやデータサービスを
シームレスに共有し利用する形で、組織内のデータに
接続し、組織間でも相互に接続するエコシステムです。

データレイク用のSnowflakeの詳細については、こちら
をご覧ください。 

https://www.snowflake.com/workloads/data-lake/?lang=ja
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SNOWFLAKEについて 
Snowflakeは、Snowflakeのデータクラウドを用い、あらゆる組織が自らのデータを活用できるよ
うにします。お客様には、データクラウドを利用してサイロ化されたデータを統合し、データを発見
してセキュアに共有し、多様な分析ワークロードを実行していただけます。データやユーザーがど
こに存在するかに関係なく、Snowflakeは複数のクラウドと地域にまたがり単一のデータ体験を提
供します。多くの業界から何千ものお客様（2021年7月31日時点で、2021年Fortune 500社のうち
の212社を含む）が、Snowflakeデータクラウドを自社のビジネスの向上のために活用しています。 
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